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1. 当社のヘリコプタ事業概要
 当社は航空機分野において、日本を代表する機体メーカー/エンジンメーカーとして幅広い
事業を展開しています。航空機事業では、固定翼機/ヘリコプタの両分野で開発や製造にお
いて多くの実績を有しています。ヘリコプタ事業概要を以下に示します。

1950s 1960s 1970s 1980s 1990s 2000s 2010s

開発

ライセンス生産

Bell47/KH‐4 シリーズ
439機

KV107 シリーズ

160機

H500/H500D（OH‐6） シリーズ

387機

OH‐1
38機

2018年4月現在

CH‐47  シリーズ

100機 +

BK117  シリーズ
1450機 +

MCH‐101/CH‐101 
シリーズ

13機

総計：2500機以上
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2. VTOL機 将来運用構想/目標
 VTOL機は、従来の社会的役割に加えて、スマートモビリティ社会の一翼を担う存在となり、
将来社会において新たな価値を提供する。

従来の社会的役割に加えて、
スマートモビリティ社会の
一翼を担う存在となる。将来VTOL機運用概念図

 VTOL機は、従来の社会的役割に加えて、スマートモ
ビリティ社会の一翼を担う存在となり、将来社会に新
たな価値を提供する

 より人に近いところで活躍する/価値を提供する

 生活環境との調和
（安全性、騒音低減、排出ガス低減）

 利便性向上
（離発着ポイント、就航率/全天候性、コスト、時間）

 快適性・シームレス
（居住性、自動運転、デジタル化/コネクティビティ）
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• 新形態（eVTOL）からのアプローチ
新技術活用による取組み
• 特定運用要求に特化した対応（短中距離軽量輸送など）
• ハイブリッド電動化/全電動化技術
• マルチローター技術
• コンパウンド技術（高速化/高効率）
• ヘリコプタ安全性技術活用

• ヘリコプタ形態からのアプローチ
実績ある高い安全性・信頼性をベースとした取組み
• 幅広い運用要求へ対応
• 低振動/低騒音化技術
• 全天候性向上技術
• 部分電動化/ハイブリッド化技術
• 低コスト化技術

 VTOL機の将来構想実現のための当社の取組みを以下に示します。

3. 将来構想実現のための当社の取組み

VTOL機
将来構想

Approach

1

Approach

2

共通将来技術への取組み
（電動化,自動化,デジタル化,安全性etc.）
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